








CAPD 療法は乳幼児の末期腎不全の治療として確立してきたが、長期間の透析療法にはまだ

問題が多く残されている。なかでも、発育と発達は小児にとっては重要な問題であり、そ

の遅れは社会復帰にも大きく影響を及ぼす。乳幼児の腎不全患者は長期に渡る管理が必要

であるが、生命予後のみならず、成長発達ならびに社会復帰も考慮して行っていくことが

今後さらに必要とされるとおもわれる。 


